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第 38回 羽村市文化祭
～明日への飛躍、文化の集い～

展示1期10/17～ 10/21

　　２期10/24～ 10/28

　　３期10/31～ 11/4

10月 17日から羽村市生涯学習センターゆとろぎで羽村市文化祭が開催されます。今年度は65団体が
参加し、作品の展示と音楽等のホール発表を行う予定です。みなさまのご来場をお待ちしております。

ホール10/27・10/28（音楽部門）

　　　11/3・11/4　　（芸能部門）

　　　11/24・11/25（舞踊部門）



ココが変わります
主な変更点は……
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図書館のシステムが変わります
図書館の電算システムは 6年以上同じシステムを使用してきました。今年度、電算システムの入替
えを行います。利用者の方からいただいているご意見を出来るだけ取り入れたシステムの構築を目
指しています。また、機器類も新しいものとなるため、処理能力も上がり利用者の方にご不便をか
けることも大幅に少なくなります。

❶ 検索がより早く
今までの検索の方法を見直したシステムで、より早く検索が行えます。利用者端末
やホームページでの検索も早くなります。また、窓口での資料のお問い合わせもス
ムースに行え、お待たせする時間が短くなります。

❷ 検索が正確に
従来の単語ごとの検索から、現在のインターネットなどで行われている全文テキス
ト検索に変更することにより、検索がより正確になり、検索結果の絞込みも対応で
きるようになります。ご希望の資料を探す時間も短くなります。

❸ ホームページの内容が充実
システムの変更に伴い、コンテンツの追加が可能になります。お子さんのオススメ
本リストなどを掲載していきます。図書館からより多くの情報を発信していきます。

電算システム入替えおよび蔵書点検に伴う
 臨時休館のお知らせ

図書館電算システムの機器入替え、データ移行および蔵書点検のため、下記の期間を臨時
休館とさせていただきます。全ての機器を入れ替えるとともに、各データを正確に新シス
テムに移行し、同時に蔵書点検を実施するためのものです。どうぞご了承ください。

臨時休館期間

平成 19年 11月 5日（月）～ 11月 19日（月）
 ご注意ください。

●問合せ　図書館
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「図書館に対する私の意見・提案について」
羽村市図書館では皆さんにとって身近で利用しやすい図書館となりますよう、皆さんから図書館について
のご意見・ご提案をいただきました。ここに主なものをご紹介します。
今後事業運営に活用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

所蔵していない本のリクエストも端末から予
約できるようにしてほしい。著者の検索を漢
字でできるようにしてほしい。

旧館では福生市と同様な貸出方法でしたが、
盗難防止装置の導入・所蔵数の増加により現
在の方法を取らせていただいております。

立体駐車場等については効率的な運営を図る
ため、ゆとろぎ・図書館・産業福祉センター
との共有で使用していただくようにしており
ますので、ご理解をいただきたいと存じます。

未所蔵の資料については、予約をいただいた
全ての資料を提供できない場合もあるため、
利用者端末機からの予約は行っておりません。
また、漢字での検索については、11月稼動
の新システムからは可能となります。

資料選定の際に検討させていただきます。

他の施設と統一的な運営を図っておりますの
でご理解をいただきたいと存じます。

旧館では文庫ごとに配架していましたが、著
者別に配架してほしいとの要望が多数あり、
現在の方法にしております。

タイトルが見えにくい本については至急補修
等を行いました。また、乱雑な部分は毎朝の
書架整理を行うとともに除架を行っておりま
す。

閲覧席Ａはパソコンも使用できる席となって
いますが、閲覧席利用の案内チラシを配布し、
利用される方に協力を求めています。

資料選定の際に検討させていただきます。

ゆとろぎで大きな事業がある時は、整理員や
警備員を配備するようにしておりますが、さ
らに案内の徹底を図っていきます。

不必要な場所はこまめに消すよう今後も節約
に努めます。

閲覧席利用の案内チラシで周知するとともに、
定期的に巡回し啓発に努めます。地下閲覧席での電卓使用の禁止を。

CDの貸出方法を福生市で行っている方法
（書架にはケースのみ配架してあり、貸出時
に初めて中身の資料を手にする仕組み）に変
更しては。

図書館とゆとろぎの駐車場を分けてほしい。

ゆとろぎで催物がある時は駐車場が満杯で探
すのが大変である。

年末は30日までは開館すべき。

岩波文庫だけでなく、ほかの文庫もひとつに
まとめてほしい。

日焼けで背表紙のタイトルが見えにくい本が
いくつかある。分類の597あたりの本が乱
雑である。

閲覧席Aでパソコンのクリック音がうるさ
い。

DVDやビデオの英語版を増やしてほしい。

図書館の照明は明るすぎるのでは、公共の場
だからこそしっかり節約してください。

「白い巨塔」のビデオ、東日本・西日本・津
軽の民謡のCDを是非置いてほしい。

意見・提案 図書館からの回答等
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●問合せ　図書館



ご提案箱。ゆとろぎに対する
ご意見などを入れてください。

総合案内窓口に座る村山事務局長

「
ゆ
と
ろ
ぎ
」
探
訪
⑤

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
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置
の
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　
「
ゆ
と
ろ
ぎ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『
交
流
』

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
お
話
し

し
て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

少
し
で
も
親
近
感
を
増
し
て
い
た
だ
け
る

と
い
い
で
す
ね
。
利
用
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
う
か
が
う
『
ご
提
案
箱
』
も
用

意
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

　

こ
の
『
案
内
窓
口
』
は
、
施
設
予
約
等

の
受
付
窓
口
の
正
面
付
近
、
1
階
大
ホ
ー

ル
の
ロ
ビ
ー
が
見
渡
せ
る
あ
た
り
に
あ
り

ま
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
で
実
施
や
予
定
さ
れ
て

い
る
催
し
に
つ
い
て
、
ゆ
と
ろ
ぎ
で
活
動

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
等
に
つ
い
て
、
施
設

に
つ
い
て
な
ど
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

常
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
効
果
的
な
時

間
を
狙
っ
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
『
案
内
窓
口
』
に
は
、
村
山
事
務
局
長

だ
け
で
な
く
、
ゆ
と
ろ
ぎ
館
長
や
、
職
員

　

生
涯
学
習
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
市
民
に
、
必
要
な
知
識
・

技
術
を
提
供
す
る
た
め
の
人
材
バ
ン
ク
事

業
、
そ
れ
が
「
は
む
ら
人
ネ
ッ
ト
」。

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
は
む
ら
人
ネ
ッ

ト
」
に
登
録
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
活
動
に
理
解
と
情

熱
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ
生
涯
学
習
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

登
録
種
類
は
2
種
類
、
登
録
で
き
る
方

は
、
次
の
項
目
を
満
た
す
方
で
す
。

★
指
導
者

①
各
種
の
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て
、
特

技
・
技
術
・
知
識
な
ど
が
あ
り
、
市

民
に
指
導
が
で
き
る
。

②
生
涯
学
習
活
動
に
深
い
理
解
・
熱
意
が

あ
り
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
。

★
協
力
者

①
人
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
労

力
を
提
供
で
き
る
。

②
生
涯
学
習
活
動
に
深
い
理
解
・
熱
意
が

あ
り
、
責
任
を
持
っ
て
参
加
で
き
る
。

※
指
導
者
・
協
力
者
と
も
、
そ
の
身
分
を

利
用
し
た
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
及

び
営
利
活
動
は
行
え
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

羽
村
市
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
人
材
バ
ン
ク

「
は
む
ら
人ひ

と

ネ
ッ
ト
」
登
録
者
募
集

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い 

　
「
ゆ
と
ろ
ぎ
総
合
案
内
窓
口
」

　

最
近
、
1
階
に
出
没
し
て
い
ま
す
。
小

さ
な
テ
ー
ブ
ル
と
、
ゆ
と
ろ
ぎ
の
ご
案
内

と
、
笑
顔
の
カ
ウ
ン
タ
ー
。

　

ゆ
と
ろ
ぎ
の
催
し
に
関
す
る
こ
と
、
施

設
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
ご
意
見
な
ど
を

う
か
が
っ
て
い
る
、『
ゆ
と
ろ
ぎ
総
合
案

内
窓
口
』
で
す
。

　
「
旧
公
民
館
の
頃
よ
り
も
敷
居
が
高
い

感
じ
が
す
る
、
事
務
室
に
声
を
か
け
に
く

い
、
な
ど
の
ご
意
見
が
発
端
で
す
。
事
務

室
か
ら
出
て
、
お
い
で
に
な
っ
た
方
が
声

を
か
け
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
み
ま
し

た
。」

と
、『
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の

会
』
事
務
局
長
の
村
山
さ
ん
は
、
窓
口
設

も
座
り
ま
す
。
ゆ
と
ろ
ぎ
全
体
で
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
図
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
『
案
内
窓
口
』
を
見
か
け
た
ら
、
日
頃

感
じ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
意
見

な
ど
、
何
で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

『
案
内
窓
口
』
愛
称
募
集

　
『
案
内
窓
口
』
で
は
ち
ょ
っ
と
堅
苦
し

い
の
で
、
気
軽
に
呼
べ
る
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。
利
用
者
と
ゆ
と
ろ
ぎ
の
交
流
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
市
民
の

会
で
審
査
し
、
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
ゆ

と
ろ
ぎ
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
「
森
は
生

き
て
い
る
」（
児
童
劇
の
名
作
で
す
）
の

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法　

は
が
き
に
、
提
案
す
る
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
と
、
応
募
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
年
齢
を
明
記
の
上
、
12
月
1

日
必
着
で
、
ゆ
と
ろ
ぎ
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

送
付
先　

〒
2
0
5―

0
0
0
3

羽
村
市
緑
ヶ
丘
1―

11―

5

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ゆ
と
ろ
ぎ
事
業
係



「中根家文書」 「釣手土器」3点
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「市内の文化財（羽村市指定文化財2）」
　前回は、羽村市指定有形文化財に指定されている文化財のうち、建造物と彫刻について
紹介しました。今回は、古文書と考古資料を紹介します。
　指定されている古文書は、「指田家文書」と「中根家文書」で、いずれも「地方文書（じ
かたもんじょ）」といわれる資料です。
　「指田家文書」は、玉川上水の水番人を勤めた指田家に伝わった 226 点の資料で、玉川
上水の管理や修復関係の文書のほか、JR中央線の前身である甲武鉄道や同じく JR青梅線
の前身である青梅鉄道に関する文書が大半を占めています。「中根家文書」は、旧川崎村
中根家に伝わった江戸時代から昭和時代までの 1,892 点の資料です。旧川崎村は、複雑な
支配形態でしたが、その名主の一つが中根家で、年貢関係や戸籍関係の資料は、羽村市の
歴史を研究する上で大変貴重な資料です。また、明治期の自由民権運動に関わる島田研一
郎が著した「宇喜草迺花（うきくさのはな）」も「中根家文書」として指定されています。
　考古資料は、羽東の山根坂上遺跡から出土した「釣手土器」3点が指定されています。
山根坂上遺跡は、縄文時代中期（今から約 4,500 年前）に人々が生活していた場所です。
釣手土器は上から紐などで吊って、灯明のように使った土器と考えられています。縄文時
代中期に特徴的な土器ですが、一つの遺跡から複数が出土することは稀で、都内の遺跡で
も発見されている例は多くありません。

　次回は、民俗文化財を紹介します。
※縄文時代の年代観（今から○○年前など）は、弥生時代のそれとともに、科学技術の発達と研究資
料の増加によって、これまでの見解とは違うものが発表されていますが、詳細な検討や議論が加え
られている最中のため、ここでは従前の年代観を示しています。

●問合せ　郷土博物館
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と
と
も
に
、
現
状
把
握
と
課
題
抽
出

の
た
め
の
意
見
交
換
や
各
施
設
の
訪

問
研
修
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
や
訪
問
研
修
の
中
で
は
、
幼

児
・
児
童
を
取
り
巻
く
現
状
や
各
施

設
で
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
は
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ　

指
導
室
・
子
ど
も
家
庭

部
保
育
課

　

羽
村
市
で
は
、
平
成
18
年
8
月
に

市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
及
び
小
学

校
並
び
に
保
護
者
が
連
携
、
協
力
し
、

幼
児
の
生
活
、
発
達
及
び
学
び
の
連

続
性
を
踏
ま
え
た
幼
児
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
教
育
へ

の
円
滑
な
移
行
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
羽
村
市
幼
稚
園
・
保
育

園
・
小
学
校
連
携
推
進
懇
談
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
栄
小
学
校
の
水
野
校

長
を
会
長
に
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
校
の
代
表
者
・
保
護
者
と
教
育

委
員
会
及
び
市
職
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
、

具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
、
教

諭
・
保
育
士
に
よ
る
部
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
3
回
の
会
議
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
理
解
を
図
る

「
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。」

〜
羽
村
市
幼
稚
園
・
保
育
園
・

　

小
学
校
連
携
推
進
懇
談
会
〜

教
育
委
員
会
定
例
会
報
告

今
年
度
の
教
育
委
員
会
定
例
会
（
第
4

回
〜
8
回
）
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り

行
わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
19
年
4
月
24
日
）

議　

案

○
羽
村
市
教
育
委
員
会
教
育
目
標
の
改

正
に
つ
い
て 

○
羽
村
市
体
育
指
導
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

※
こ
の
ほ
か
、
校
長
会
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

第
5
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
19
年
5
月
15
日
）

議　

案

○
平
成
19
年
度
羽
村
市
特
別
支
援
教
育

就
学
指
導
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て

※
こ
の
ほ
か
、
校
長
会
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

第
6
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
19
年
6
月
19
日
）

議　

案

○
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ

ぎ
管
理
運
営
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

○
学
校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

※
こ
の
ほ
か
、
羽
村
市
小
・
中
学
校
一
貫

教
育
校
の
検
討
状
況
と
今
後
の
取
り
組

み
、
校
長
会
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

第
7
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
19
年
7
月
17
日
）

※
国
体
東
京
都
準
備
委
員
会
、
校
長
会
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
提
出
議
案

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
8
回
教
育
委
員
会
定
例
会

（
平
成
19
年
8
月
21
日
）

議　

案

○
羽
村
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
使
用
小
・
中
学
校
特
別

支
援
学
級
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ

い
て

※
こ
の
ほ
か
、
羽
村
市
図
書
館
新
電
算
シ

ス
テ
ム
導
入
計
画
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。●

問
合
せ　

教
育
総
務
課
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羽村市総合型地域スポーツクラブプレ事業

●羽村東小学校
10月20日（土）
東小地域フェスティバル
11月22日（木）～23日（金）
展覧会・学校公開

●羽村西小学校
11月3日（土）学芸会
11月28日（水）
羽村西小学校50周年記念集会
12月1日（土）
羽村西小学校50周年記念式典
12月14日（金）・17日（月）・18日（火）
50周年記念特別授業公開
●富士見小学校
11月22日（木）～23日（金）図工展

●栄小学校
10月6日（土）農業体験活動「稲刈り」
11月３日（土）学習発表会
12月10日（月）～14日（金）学校公開
12月13日（木）
道徳授業地区公開講座
12月15日（土）持久走大会
●松林小学校
10月16日（火）
道徳授業地区公開講座
10月30日（火）セーフティ教室

11月23日（金）作品展・学校公開
●小作台小学校
9月29日（土）学校公開
10月25日（木）
学校公開・セーフティ教室
11月22日（木）～23日（金）
学習発表会
11月23日（金）
小作台小学校30周年記念式典

●武蔵野小学校
10月10日（水）セーフティ教室
11月3日（土）学習発表会

●羽村第一中学校
10月26日（金）合唱コンクール
11月12日（月）～16日（金）
職場体験学習
11月19日（月）
羽村第一中学校60周年記念式典

●羽村第二中学校
10月22日（月）～27日（土）
公開授業週間
10月27日（土）
道徳授業地区公開講座
11月12日（月）
新入学予定児童保護者説明会
11月26日（月）～30日（金）

公開授業週間
12月17日（月）～21日（金）
公開授業週間

●羽村第三中学校
10月11日（木）
E組多摩地区障害児教育研究会主催
マラソン大会
11月3日（土）
学校公開・道徳授業地区公開講座
11月5日（月）～9日（金）
職場体験学習

★12月7日（金）～11日（火）
合同作品展※ゆとろぎ
東小・栄小・松小・武小・三中（特別支
援学級・通級指導学級）

★12月8日（土）
　地域交流会※ゆとろぎ
栄小・武小・三中（特別支援学級）

小・中学校の行事予定　10月～12月 詳しくは、各学校にお問合せください。

「
健
康
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　

運
動
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
実

践
・
成
果
を
公
表
し
、
市
民
の
意
識

を
高
め
、
今
後
の
健
康
・
増
進
活
動

を
啓
発
す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
健
康
と
運
動
に
興

味
の
あ
る
多
く
の
み
な
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

平
成
19
年
11
月
18
日（
日
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
5
時
00
分
ま
で

会　

場　

羽
村
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
3
階
） 

参
加
費　

無
料

定　

員　

1
8
0
名

●
基
調
講
演　

13
：
40
〜
14
：
40

「
健
康
づ
く
り
と
運
動
」―

羽
村
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
実
践―

○
国
士
舘
大
学
教
授

 

講
師　

渡
辺　

剛
先
生

●
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
（
10
分
間
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

15
：
10
〜
16
：
50

テ
ー
マ「―

健
康
づ
く
り
と
運
動―

」

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康

 

講
師　

古
田
裕
子
先
生

◆
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

○
国
士
舘
大
学
教
授

 
 

渡
辺　

剛
先
生

○
山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学
教
授

 

医
学
博
士　

生
山　

匡
先
生

○
帝
京
大
学
医
療
技
術
学
部
准
教
授

 

管
理
栄
養
士　

殖
田
友
子
先
生

●
申
込
み　

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

で
11
月
4
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

Fax
　

0
4
2―

5
5
4―

9
9
7
4

メ
ー
ル　s705005@

city.ham
ura.tokyo.jp

●
主
催　

羽
村
市
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
実
行
委
員
会

羽
村
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
設
立
準
備
委
員
会

●
問
合
せ　

羽
村
市
教
育
委
員
会
教

育
部
体
育
課
（
羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
内
）

電
話　
0
4
2―

5
5
5―

0
0
3
3
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生涯学習センターゆとろぎ  Tel.570-0707
図　書　館  Tel.554-2280
郷土博物館  Tel.558-2561
スポーツセンター  Tel.555-0033
スイミングセンター  Tel.579-3210
弓　道　場  Tel.555-9255

小作台小学校  Tel.554-1431
武蔵野小学校  Tel.555-6904
羽村第一中学校  Tel.554-2012
羽村第二中学校  Tel.554-2041
羽村第三中学校  Tel.555-5131

羽村東小学校  Tel.554-5663
羽村西小学校  Tel.554-2034
富士見小学校  Tel.554-6449
栄 小 学 校  Tel.554-2024
松林小学校  Tel.554-7800

I N F O R M A T I O N

羽
村
第
一
中
学
校

陸
上
部

　

須
田
将
兵
さ
ん
（
3
年
）
が
第
46

回
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸

上
競
技
大
会
で
優
勝
し
、
第
34
回
全

日
本
中
学
陸
上
競
技
大
会
（
宮
城
県

8
月
20
日
〜
23
日
）
に
出
場
し
ま
し

た
。
ま
た
、
第
35
回
関
東
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
（
茨
城
県
8
月
8
日
〜

9
日
）
出
場
し
第
4
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

羽
村
第
二
中
学
校

水
泳
部

　

近
藤
海
斗
さ
ん
（
2
年
）
が
第
59

回
東
京
都
中
学
校
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
で
入
賞
し
、
第
31
回
関
東
中
学

校
水
泳
競
技
大
会
（
茨
城
県
8
月
9

日
〜
11
日
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

羽
村
第
三
中
学
校

卓
球
部

　

野
中
千
尋
さ
ん
が
第
60
回
東
京
都

中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会
で
入
賞
し
、

第
35
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会
（
山

梨
県
8
月
8
日
〜
10
日
）
に
出
場
し

ま
し
た
。

 

●
問
合
せ　

教
育
総
務
課

小
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

　

学
校
諸
活
動
に
お
け
る
万
が
一
の

事
態
に
備
え
て
、
市
内
の
全
小
中
学

校
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
に
つ
い
て

は
学
校
教
職
員
を
対
象
に
講
習
会
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

●
問
合
せ　

教
育
総
務
課

教 育 随 想
「
大
風
呂
敷
」
？
の
す
す
め

　
「
大
風
呂
敷
」
と
は
、
ホ
ラ
吹
き
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
歴
史
に
そ
の
名
を
残
し
た
人
の
中

で
、
そ
の
業
績
を
分
析
し
て
み
る
と
、
凡
な
る

宰
相
に
は
及
び
も
つ
か
ぬ
巨
大
な
人
物
が
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
将
来
を
展
望
し
た
壮
大
な
ビ
ジ

ョ
ン
の
持
ち
主
な
る
が
ゆ
え
に
、
近
視
眼
で
私

利
私
欲
に
染
ま
っ
た
世
間
に
は
理
解
さ
れ
な
か

っ
た
。「
大
風
呂
敷
」
は
、
そ
の
愛
す
べ
き
悪

名
に
こ
そ
、
彼
が
い
か
に
そ
の
時
代
を
超
え
た

存
在
で
あ
っ
た
か
を
示
す
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
「
時
代
」
に
制
約
さ
れ
ま
す
。

「
限
界
」
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
人
は
ア
ナ

ロ
グ
で
フ
ァ
ジ
ー
な
生
物
だ
と
す
る
説
も
あ
り

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
な
世
界
よ
り
も
ほ
っ
と
す
る

も
の
で
す
。「
携
帯
電
話
」
よ
り
も
「
糸
電
話
」

に
温
も
り
を
感
じ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　

古
来
、
大
人
は
子
ど
も
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。

「
よ
く
食
っ
て
、
よ
く
寝
て
、
よ
く
遊
べ
、
暇

が
あ
っ
た
ら
勉
強
し
ろ
」
と
。
今
に
通
じ
る
言

葉
で
あ
り
ま
す
。
羽
村
の
自
然
豊
か
な
環
境
の

中
で
、
群
れ
を
な
し
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
時

に
は
「
大
風
呂
敷
」
を
広
げ
て
、
夢
を
語
る
「
時

間
と
体
験
」
を
し
て
欲
し
い
。
そ
う
思
い
ま
す
。

 

教
育
長　

角
野
征
大


